
平成２２年度「情報モラル教育のモデル授業」 

日 時：平成 年 月 日（ ） 

場 所： 

授業者： 教諭 光浦 弥幸 

１ 単元名 

情報発信における留意点～ディジタル化とネットワークの特性～ 

２ 単元（主題・題材）について 

（１） ねらいについて 

近年の情報社会において、情報の発信・収集形態は多様化し、生徒の身近なところで数多く 

の情報が溢れている。特にインターネットの普及にはめざましいものがあり、コミュニケーシ 

ョンツールとして生徒にとっても身近な存在である。インターネットを通した様々なコミュニ 

ケーションの特性、中でもディジタル化・ネットワーク化された情報の特性を理解し、それら 

に適応した表現力・判断力を身に付けることは、情報社会において欠かせない能力となってい 

る。

また、携帯電話で Web ページを閲覧、書き込みをしている生徒も多く、インターネットにお 

けるコミュニケーションの特徴と危険性について考え、自らの体験を元にそれに対する対処法 

などを話し合う機会としたい。 

情報科の目標の３つの観点の中に、「情報社会に参画する態度」 を育成するという観点があり、 

その中でも情報モラルに関しては新学習指導要領でより重視される項目となっている。本単元 

では、現代の情報社会において情報機器により多様化するコミュニケーション形態とその特徴 

を知り、なぜそのような特徴が生まれるのかを情報の技術的な面から理解した上で、危険性か 

ら身を守り、より良い情報活用につなげる能力を身に付けることをねらいとする。 

（２）生徒の実態について（１年○組在籍数○○人） 

男子○○人女子○○人の計○○人のクラスであり、明るく素直な生徒が多い。ほとんどの生 

徒が携帯電話を持っており、使用用途は電話よりもメールや Web サイト閲覧が多い。プロフ・ 

ブログなどの Web サイトを半数以上が利用しており、 携帯電話所有者のほとんどが友人のサイ 

トを閲覧もしくは書き込みをしたことがある。生徒の中には Web サイトの危険性を認知し、情 

報発信に気を配る者もいる中、安易な書き込みにより個人情報が流布している生徒も見受けら 

れる。 

（３）資料について 

●使用教科書：実教出版 『最新情報Ａ』 岡本 敏雄、山極 隆 

第 2 章「ネットワークの活用」第 3 節「ネットワーク利用の心がまえ」 

高等学校 １年 情報科 学習指導案 

「情報を正しく安全に活用するための知識や技術を身につける」



●提示する web ページの例については、３段階の「個人情報や顔写真等が載っており、本 

名等が記載していなくても個人が特定できるような内容のもの」を利用する。 

（４）指導にあたって 

ア インターネットを通したコミュニケーションについて、インターネットの特性を理 

解した上で考えさせる。 

イ ディジタル化、ネットワーク化された情報の特性を理解させ、その特性によってどの 

ようなことが起こりうるかを予測し、その対処法について考える。 

（５）情報モラル教育の視点から 

ア 本時は、「モデルカリキュラム」の目標「３．安全への知恵」項目「ｄ４～ｄ５：危険 

を予測し被害を予防すると共に、安全に活用する」 「ｅ４～ｅ５：情報を正しく安全に 

活用するための知識や技術を身につける」、「５．公共的なネットワーク社会の構築」 

項目「ｉ４～ｉ５：情報社会の一員として、公共的な意識を持ち、適切な判断や行動 

ができる」との関連を重視して展開する。 

イ インターネットを通したコミュニケーションについて、1 対 1、1 対多などの形態や同 

期、非同期などの特性について意識し、その特徴について考える。 

ウ 具体例から危険性を発見し、それぞれの手段に応じた情報発信について理解する。 

（６）人権教育の視点 

ア 自分の考えを、自信を持って発表できるような支持的風土づくりに努める。 

イ 他の人の意見も尊重しながら、共に学習しようとする態度を育てる。 

３ 単元（主題・題材）の観点別目標 

関心・意欲・態度 コミュニケーション手段やそれらの特性、問題点などに 

ついて、積極的に話し合いに参加し考えようとする。 

思考・判断 コミュニケーションにおけるモラルやマナーについて 

配慮する。 

インターネットの特性による問題点を既習事項や実体 

験を通して考え、対策を考える。 

技能・表現 課題について班ごとに積極的に討議し、その結果や検討 

事項を表現する。 

知識・理解 様々なコミュニケーション手段や特性、それに伴う問題 

点について理解する。 

ディジタル化とネットワークの特性、それに伴う問題点 

について理解する。



４ 指導・評価の計画 

時 学習活動 指導上の留意点 評価項目（方法） 

１ １ インターネットにおける 

様々なコミュニケーショ 

ン手段の特徴を知り、その 

長所、短所について考え 

る。 

コミュニケーションの 

形態と特性、それに伴 

う問題点について日常 

生活と照らし合わせな 

がら考えさせる。 

様々なコミュニケーシ 

ョン手段について学習 

できているか（ワークシ 

ート） 

話し合いで積極的に発 

言しているか（行動観 

察） 

２ 
(本時) 

ディジタル化とネットワ 

ークの特性を知り、その対 

処法について考える。 

ディジタル化とネット 

ワークの特性を生徒が 

理解しやすいよう具体 

例を挙げながら説明 

し、対処法について考 

えさせる。 

話し合いで積極的に発 

言しているか（行動観 

察） 

ディジタル化とネット 

ワークの特性を学習で 

きているか 

（ワークシート）



５ 本時の学習 （ ２／２時間 ） 

（１）目 標 

ディジタル化とネットワークの特性を理解し、危険を回避する方法について考える。 

（２）展 開 

過程 学習活動と主な発問 生徒の反応 指導上の留意点と評価 備考 

導入 
5 分 

①記載情報の異なる３つ 

のプロフを見せる。 

「前回、危険性について 

考えたプロフだが、プロ 

フは昔から存在してい 

た。インターネットだか 

らこそ危険性が叫ばれて 

いるのだけれど、その理 

由を、インターネットの 

特性から考えてみよう。」 

３つのプロフから情報 

を読み取り、プロフが 

誰のものか当てようと 

する。 

自分の情報発信と比較 

しながら考える。 

記載情報の量が少ない 

ものから順に表示す 

る。 

氏名を明記していなく 

ても個人は特定でき、 

住所の詳細を伝えなく 

ても危険性は存在する 

旨を伝える。 

展開 
5 分 

10 分 

②（Step1）紙、メディ 

ア、インターネットそれ 

ぞれの媒体について、情 

報の受信者はどのような 

ものかを考える。 

③(Step2)ディジタル化 

とネットワークの特性に 

ついて考える。 

「そもそもインターネッ 

トだとどうして危険なの 

だろうか。インターネッ 

トの特性であるディジタ 

ル化・ネットワークの特 

性から考えてみよう。 」 

特性を考えながら板書 

する。 

前時の情報発信者の特 

徴と比較しながら考え 

る。 

ディジタル、ネットワ 

ークの意味をわからな 

い生徒がいる。 

ディジタル化とネット 

ワークの特性によって 

可能になった様々な技 

術を知り、その可能性 

に感心する。 

紙、メディアに比べる 

と、インターネットは 

見る人の範囲が広が 

り、閲覧できる時間も 

長くなることを伝え 

る。 

・ディジタルとネット 

ワークについて、簡単 

に説明する。 

・ディジタル化とネッ 

トワーク化の特性につ 

いて、具体例を示しな 

がら説明する。 （この時 

点ではメリットを象徴 

的に挙げる） 

学習課題 

ディジタル化とネットワークの特性を理解し、危険を回避する方法について考える。 

評価

ワークシートにまとめる 

ことができているか。 

評価

既習内容をもとに、考え 

ることができているか。



10 分 

10 分 

5 分 

④（Step3）班ごとに危 

険性が高まる要因（ディ 

ジタル化、ネットワーク 

化の特性から） を考える。 

「○○なので○○かもし 

れない」 

⑤発表 

⑥(Step4)危険を回避す 

る対策を考える。 

「では、どうすれば危険 

を回避できるかについて 

具体的に考えてみよう。」 

⑦発表 

・簡単に加工できるの 

で、写真にいたずら書 

きされるかもしれない 

・品質を落とすこと無 

く複製できるので、海 

賊版 DVD などの問題 

が出るかもしれない 

・誰とでもコミュニケ 

ーションできるので、 

知らない人にストーカ 

ーされる、事件に巻き 

込まれる など 

・むやみに個人情報を 

書かない、顔写真を載 

せない、顔写真を載せ 

る場合は細工して載せ 

る、パスワードをかけ 

る、SNS など閲覧制限 

のあるサイトを利用す 

る など 

班長と発表者を決めさ 

せ、話し合いが活性化 

するよう促す。 

特性と危険性を結びつ 

けて考えるよう指示す 

る。 

挙がった意見を生かし 

ながら特性と関連づけ 

て説明する。 

班ごとに異なる意見を 

出すよう促す。 

終末 
5 分 

⑧まとめ 

「ディジタル化、ネット 

ワーク化の特徴によって 

危険性が増すことを理解 

し、それらを念頭に入れ 

てコミュニケーションツ 

ールを活用していこう。 」 

授業の内容を振り返 

る。 

事例はどの特性から起 

こったものかを考え 

る。 

具体的事例を挙げ、そ 

の事例はどの特性から 

起こったものか考えさ 

せる。 

影の部分を見るだけで 

はなく、それを知った 

上でより良いコミュニ 

ケーションツールとし 

て活用してほしい旨を 

伝える。 

ワークシート回収 

評価

ディジタル化とネットワ 

ークの特性を押さえた上 

で、具体的対策について意 

見を出すことができるか。


